
施設名

所在地 熊本県

管理者等

施設種類・分野

施設概要
（明治期との関

連含む）

築造時期 時期詳細

関連人物

関連企業

トピックス
（特徴的エピ

ソード）

歴史的な遺産
等の指定の有

無等
○

選奨土
木遺産
（土木学
会）

－
文化財
（文化
庁）

重要文
化財

近代化
産業遺
産（経産
省）

－
世界遺
産（ユネ
スコ）

－

その他
（関連資料、文

献）

管理者等のHP
（URL等）

郡築三番町樋門

文献１より引用

八代平野北部土地改良区　財団法人 郡築会

樋門・閘門 樋門・閘門

八代の郡築干拓事業で築造された石造排水樋
門。長さ30.5mで10門（十枚戸）を持ち、外観は
明治時代の洋風建築様式の特徴を残している
石造の樋門で登録文化財に指定されている。
（文献１より引用）

八代市郡築三番町

文献１：『す・き・で・す　球磨川【土木編】』（国土交通省八代河川国道事務所、2006年
3月第3版）
文献２：八代港周辺『.まちあるき八代たてものマップ』、平成２４年２月発行（2012）、
p.23（発行：八代市市民協働部文化まちづくり課）
文献３：『八代を見る知る伝える　八見伝　八代文化遺産ガイドブック』、平成26年3月
25日、八代妙見祭活性化協議会・八代市（文化まちづくり課） 発行

八代市 経済文化交流部 文化振興課
（http://www.city.yatsushiro.lg.jp/bunka/kiji003474/index.html）

明治後期 M33

設計：熊本県技師・川口虎雄

-

1904（明治37）年、郡築新地が竣工する。この事業で甲号、乙号、丙号の樋門が築造
されるが、このうち乙号、丙号は改築され、唯一現存する甲号樋門が郡築三番町樋門
である。農業用の排水樋門で現役である。総長は約33mで、現存する明治期の干拓
樋門としては最大級である。石英質砂岩と石灰岩の石造で十連アーチである。（文献
２より引用）


